
第29回（2025）愛知クリニカルパス研究会 世話人会 議事録 

 

日時：2025年6月14日（土）12:00～13:00 

会場：名古屋医療センター 5F 第1会議室 

出席者：愛知県がんセンター/清水淳市・福嶋敬子、医療法人葵鐘会/吉田茂、岐阜市民病院/入山佳子、 

JA愛知厚生連江南厚生病院/小川和加子、公立陶生病院/岡和美、 

小牧市民病院/川口克廣・久留清美、静岡済生会総合病院/岩崎ゆかり、 

医療法人鈴木歯科医院/鈴木俊夫、宏潤会大同病院/篠原孝明、 

トヨタ記念病院/岡本泰岳・中島宏美、名古屋医療センター/小嶋俊久・山畑直美、 

名古屋大学医学部附属病院/佐伯純、日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院/山内康平、 

西尾市民病院/北田竜一、名鉄病院/北岡容子 

 事務取扱 アップローズ株式会社／中務麻美 

 

（敬称略） 

 

1． 2024年度決算報告  

1）事務局収支【資料1：年度収支】について報告があった。 

2）第28回愛知クリニカルパス研究会収支【資料2：第28回研究会収支】について 

報告があった。 

 

2．施設会員の状況【資料3：会員名簿】 

現在の参加施設のご報告があり会員状況が確認された。 

施設会員数：43施設 （2025年度） 

 

3．役員について【資料4：役員名簿】 

1）幹事変更について報告があった。 

名古屋大学医学部附属病院  松下正先生   → 後任打診中 

小牧市民病院           川口克廣先生 → 今井 元先生 

宏潤会 大同病院           伊藤留美様   →  舟渡麻香様 

 

2）監事退任について報告があり承認された。 

川口克廣先生（小牧市民病院）  

→ 代表世話人が幹事の中から選任して依頼する。 

 

3）役員改選について  

 本年改選年、現幹事への事前アンケートを実施し、辞退者はなく、再任で承認 

された。 

 

4．年次研究会について【資料5：研究会開催記録】 

  第29回当番の小嶋先生、第30回当番の清水先生よりご挨拶をいただいた。 



次回以降の当番順が確認された。 

1）第 30 回（2026 年）愛知県がんセンター 

当番世話人 清水淳市先生、福嶋敬子様 

日程：未定 

会場：愛知県がんセンター 

 

2）第 31 回（2027 年）日本赤十字社愛知医療センター名古屋第二病院 

当番世話人 山内康平先生 

日程：未定 

会場：未定 

 

※担当施設順番リスト *過去開催施設順より 

宏潤会大同病院、名古屋大学医学部附属病院、トヨタ記念病院、JCHO中京病院、 

日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院、名古屋医療センター、 

愛知県がんセンター 

 

5．グループワーク研修会について【資料6：研修会企画案】【資料7：事後アンケート】 

担当： 福嶋 敬子様 

第10回パス研修会 

日程：2025年3月15日（土） 10:00-16:00 

会場：愛知県がんセンター 視聴覚室  

参加者 31名 

※日本クリニカルパス学会教育研修認定 実技 1 単位 

 

パス経験中級者を対象にグループワークを開催。 

事後アンケートの結果、リピーター的に参加していただける方も多く、経験歴 

は様々な経歴の方が参加されていることが報告された。研修会に関しては年2回 

開催を目標とし、今後も学びの場として継続して開催していきたいとの報告が 

あった。 

 

6. 研究会の今後について 

繰越金が減少している関係もあり、施設会員費を増額することが検討されたが

昨今の病院経営が難しい状況では会費の増額は難しいとの意見に異論はなかっ

た。施設会員数を増やすことは以前から課題とされており、現在でも岐阜県・

静岡県からの施設会員もある。今後、県外からのさらなる参加者増員、施設会

員の増加を目的として、研究会名を愛知県から名称変更を考えても良いのでは

との意見交換がなされた。参加地区の観点から「東海クリニカルパス研究会」

「中部クリニカルパス研究会」等、様々な意見が上がった。基本的には直接参

加可能な距離の施設に施設会員になっていただくことを目指して、「東海クリ

ニカルパス研究会」と変更し、東海地区から新規施設会員を募集することとな



った。名誉会員、世話人には報告し念のため反対意見が無いかの確認を行う。

研究会について、遠隔地で開催されることが参加者の負担になる懸念を指摘さ

れたが、現在は幹事施設が愛知県内にとどまっていることから当面は問題ない

と考えられる。Webでの研究会開催についても提案があったが、Webと現地参

加の両立は運営面から難しいことが指摘された。Web開催の閾値は下がってお

り、要望によっては検討していくこととなった。 

 

以上 


